
キ
ー
ワ
ー
ド
：
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
バ
ー
チ
ャ
ル

メ
デ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
、
医
学
修
学
研
修
資
金
貸
与
制

度
、
医
師
確
保
、
看
護
師
確
保

●
2
0
2
5
年
問
題
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

団
塊
の
世
代
（
昭
和
22
年
か
ら
24
年
生
れ
）
が
75
歳
以

上
に
な
る
2
0
2
5
年
（
平
成
37
年
）
に
向
け
て
医
療

と
介
護
の
需
要
が
高
ま
る
一
方
で
、
医
療
と
介
護
の
供

給
量
が
相
対
的
に
不
足
す
る
こ
と
が
2
0
2
5
年
問
題

で
す
。

　

わ
が
国
の
死
亡
場
所
の
推
移
を
見
る
と
、
戦
後
に
は

病
院
で
死
亡
す
る
割
合
が
10
％
程
度
で
し
た
が
高
度
経

済
成
長
と
と
も
に
増
加
し
現
在
で
は
80
％
近
い
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
戦
後
80
％
以
上
あ
っ
た
自

宅
死
が
現
在
は
10
％
程
度
ま
で
低
下
し
て
い
ま
す
。
都

市
部
へ
の
人
口
集
中
や
核
家
族
化
が
進
み
、
病
院
や
福

祉
施
設
へ
の
依
存
が
進
む
な
か
で
高
齢
社
会
と
な
り
社

会
保
障
費
が
増
大
し
続
け
て
い
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
で
は
医
療
・
介
護
人
材
の
効
率
的
な
活
用
を
進
め

な
が
ら
社
会
保
障
費
の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
、
医
療

や
介
護
の
制
度
改
革
に
よ
り
、
地
域
（
医
療
、
介
護
、

生
活
支
援
・

介
護
予
防
等

の
分
野
）
で

高
齢
者
を
支

え
る
仕
組
み

と
し
て
地
域

包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て

い
ま
す
（
図

１
）。

●
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
人
材
を
求
め
て

　

地
域
医
療
に
と
っ
て
医
師
や
看
護
師
は
必
要
不
可
欠
な

専
門
職
で
す
が
、
医
師
数
に
つ
い
て
平
成
26
年
末
現
在
の

調
査（
＊
１
）に
よ
る
と
本
県
は
1
9
3・9
人（
人
口
10
万
人

当
た
り
）
と
全
国
平
均
2
3
3・
6
人
と
比
べ
て
少
な
く
、

一
方
で
看
護
師
も
平
成
27
年
で
は
需
要
数
３
７
、２
０
９
人

に
対
し
て
充
足
率
97・
7
％
と
不
足
し
て
お
り
今
後
も
看

護
師
不
足
は
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

特
に
医
師
を
養
成
す
る
に
は
長
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
よ
り
計
画
的
に
医
師
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
医
師
の
養
成
に
は
、
大
学
課
程
６
年
、
卒
後

の
初
期
臨
床
研
修
２
年
、
さ
ら
に
専
門
医
に
な
る
た
め

の
修
練
に
最
低
で
も
３
年
の
計
11
年
が
必
要
で
す
。
さ

ら
に
専
門
医
を
取
得
し
て
か
ら
も
経
験
や
専
門
性
を
高

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
な
ら
専
門
性
が
高
い
医
師
を
県
内
に
招
聘
す
れ

ば
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
専
門
性
が
高
い

医
師
を
招
聘
す
る
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
り
、
必
要
な

医
師
数
を
確
保
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
本

県
で
は
、
高
校
在
学
中
か
ら
医
師
に
な
る
こ
こ
ろ
ざ
し

を
育
み
、
さ
ら
に
医
学
部
に
入
学
し
て
か
ら
は
本
県
と

の
関
係
性
を
築
き
地
域
に
根
ざ
し
た
医
師
を
比
較
的
長

い
目
で
養
成
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

＊
１　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査

●
ふ
じ
の
く
に
バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル

　
カ
レ
ッ
ジ
の
取
組

　

医
師
確
保
の
取
組

に
つ
い
て
本
県
は
、

平
成
19
年
度
に
医
学

修
学
研
修
資
金
貸
与

制
度
（
＊
２
）
を
創

設
す
る
と
と
も
に
、

医
師
確
保
対
策
を
一

元
的
か
つ
専
門
的
に

進
め
る
た
め
、
全
国

に
先
駆
け
平
成
22
年

度
に
「
ふ
じ
の
く
に

地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
取
組

を
一
層
充
実
・
強
化

さ
せ
る
た
め
、
平
成

26
年
度
に
仮
想
大
学

で
あ
る
「
ふ
じ
の
く

に
バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
、
Ｖ
Ｍ

Ｃ
と
い
う
）」
を
創
設
し
、
県
内
外
か
ら
の
医
師
の
確

保
及
び
地
域
の
偏
在
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

Ｖ
Ｍ
Ｃ
は
、
医
学
修
学
研
修
資
金
被
貸
与
者
を
大
学

１
校
の
医
学
部
入
学
者
と
見
立
て
て
取
組
を
進
め
る
も

の
で
す
。
ま
ず
は
地
域
医
療
に
関
心
を
持
つ
機
会
と
し

て
県
内
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
「
こ
こ
ろ
ざ
し
育
成

セ
ミ
ナ
ー
」（
図
２
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
医
学
部

に
入
学
し
て
本
県
の
医
学
修
学
研
修
資
金
の
貸
与
を
受

け
る
と
、
教
育
面
で
は
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
（
図
３
）
や
次

世
代
医
師
リ
ク
ル
ー
タ
ー
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
（
図
４
）、

臨
床
面
で
は
専
門
医
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
他
に
進
路

指
導
や
専
任
医
師
に
よ
る
き
め
細
か
な
配
置
調
整
、
女

性
医
師
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
平
成
28
年
度
末
現
在
、
医
学
修
学
研
修
資

金
貸
与
者
の
大
学
在
学
中
5
0
9
名
、
初
期
研
修
中

1
3
4
名
、
勤
務
中
1
0
0
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
全
国
の
大
学
で
学
ぶ
本
県
の
医
学
修
学

研
修
資
金
被
貸
与
者
が
、
取
得
し
た
専
門
医
資
格
を
活

か
し
、
末
永
く
県
内
で
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

 

●
看
護
師
確
保
へ
の
取
組

　

看
護
師
不
足
の
要
因
と
し
て
、
高
齢
社
会
を
背
景
と

し
た
医
療
需
要
の
増
大
に
加
え
、
高
度
専
門
医
療
へ
の

対
応
や
訪
問
看
護
等
の
需
要
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
勤
務
に
お
け
る
交
替

勤
務
と
育
児
・
家
庭
と
の
両
立
に
相
当
な
努
力
を
要
す

る
な
ど
厳
し
い
勤
務
環
境
に
よ
る
高
い
離
職
率
も
要
因

の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
に
は
①
養
成
力
強
化
対
策
、
②

離
職
防
止
対
策
、
③
再
就
業
支
援
が
必
要
で
す
。
具
体

的
な
取
組
と
し
て
は
、
高
校
生
向
け
進
学
相
談
、
看
護

学
生
向
け
修
学
資
金
貸
与
、
養
成
施
設
や
院
内
保
育
所

へ
の
助
成
支
援
、
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
医
療
機
関

へ
の
支
援
、
再
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
よ
る
就
業
支
援
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
医
療
機
関
自
身
が
雇
用
す
る
看
護

師
の
働
き
方
を
し
っ
か
り
考
え
、
貴
重
な
人
財
4

4

を
確
保

す
る
と
い
う
明
確
な
運
営
方
針
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
み
ん
な
で
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
人
材
を
育
て

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
！

静
岡
県
は
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
人
材
を
求
め
て
い
ま
す

～
ふ
じ
の
く
に
バ
ー
チ
ャ
ル
メ
デ
ィ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
を
中
心
に
～

静
岡
県
健
康
福
祉
部
医
療
健
康
局
地
域
医
療
課

課 

長　

秋 

山
　
　
泉

＊２　本県の医学修学研修資金貸与制度

図２　こころざし育成セミナー
高校生を対象に複数の病院等で開催。医師の講話や模擬手術体験、施
設見学、大手進学塾による受験対策など盛りだくさんの内容。平成28
年度は計541名が参加。

図３　夏季セミナー
全国の医学修学研修資金貸与者が集まり県内で活躍する医師の講演や
先輩医師との交流会を開催。地域医療への関心を高めＶＭＣの仲間との
顔の見える関係づくりの場。平成28年度は計92名が参加。

図４　次世代医師リクルーター委嘱式
川勝知事が若手医師に次世代医師リクルーターを委嘱。リクルーター
は学生が参加する夏季セミナーや意見交換会等に出席しアドバイスを
行い、学生は手厚いサポートを受けられる。平成29年度リクルーター
15名。

図１　地域包括ケアシステムの姿
高齢者の医療、介護、生活等を地域（住民、行政、専門職等）で支える。
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